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本日の報告内容本日の報告内容

１１ はじめにはじめに

２２ 運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ

３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

４４ 国際線と貨物輸送国際線と貨物輸送

５５ まとめまとめ
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研究の背景と目的研究の背景と目的

利用の伸び悩む地方空港が多い利用の伸び悩む地方空港が多い

航空会社航空会社の不採算路線からの撤退の不採算路線からの撤退

平成２２年の羽田再拡張を控え、今が正念場平成２２年の羽田再拡張を控え、今が正念場

地方空港の①適切な管理運営方策地方空港の①適切な管理運営方策

②効果的な利用促進策②効果的な利用促進策

③地域の活性化策③地域の活性化策

について地方自治体に提言について地方自治体に提言
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これまでの研究の流れこれまでの研究の流れ

管理運営方策（発表済み）管理運営方策（発表済み）

・空港の収支の試算・空港の収支の試算

・収支に影響を与える要因・収支に影響を与える要因

・指定管理者制度の活用・指定管理者制度の活用

利用の促進利用の促進‥‥今回今回のの発表発表

地域の活性化地域の活性化
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利用促進の取り組み（国・自治体）利用促進の取り組み（国・自治体）

国の取り組み国の取り組み

・・平成平成１６年度１６年度‥‥空港利用促進協議会を設置空港利用促進協議会を設置

・１７、１８年度・１７、１８年度‥‥取り組み状況の報告書を作成取り組み状況の報告書を作成

地方自治体の取り組み（県、地元、協議会）地方自治体の取り組み（県、地元、協議会）

・着陸料の軽減・着陸料の軽減

・・航空会社航空会社、旅行代理店、利用客に対する補助、旅行代理店、利用客に対する補助

・ＰＲ・ＰＲ

・アクセスの向上・アクセスの向上
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利用状況の調査利用状況の調査

調査対象とする空港調査対象とする空港‥‥ ４２の地方空港４２の地方空港

・調査対象外・調査対象外‥①‥①離島空港離島空港

②主要地域拠点空港（新千歳、福岡、那覇）②主要地域拠点空港（新千歳、福岡、那覇）

③１３年のデータのない新設空港③１３年のデータのない新設空港 等等

調査事項調査事項‥‥平成平成１３年と１８年の国内線旅客数、１３年と１８年の国内線旅客数、

運航回数、１便当たり座席数等を比較運航回数、１便当たり座席数等を比較

特に旅客数の変化について、要因を分析特に旅客数の変化について、要因を分析

→・利用促進に結びつく手がかり→・利用促進に結びつく手がかり

・新たな方向性を見出す手がかり・新たな方向性を見出す手がかり
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調査対象とする空港調査対象とする空港（４２空港）（４２空港）

第二種Ａ空港（１４）第二種Ａ空港（１４）
稚内、釧路、函館、仙台、新潟、広島、高松、松山、稚内、釧路、函館、仙台、新潟、広島、高松、松山、
高知、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島高知、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島
第二種Ｂ空港（５）第二種Ｂ空港（５）
旭川、帯広、秋田、山形、旭川、帯広、秋田、山形、 山口宇部山口宇部

第三種空港（１６）第三種空港（１６）
中標津、紋別、女満別、青森、大館能代、花巻、庄内、中標津、紋別、女満別、青森、大館能代、花巻、庄内、
福島、富山、松本、南紀白浜、鳥取、出雲、石見、福島、富山、松本、南紀白浜、鳥取、出雲、石見、
岡山、佐賀岡山、佐賀

共用飛行場（５）共用飛行場（５）‥‥丘珠、小松、米子、徳島、三沢丘珠、小松、米子、徳島、三沢
その他飛行場（２）その他飛行場（２）‥‥広島西、但馬広島西、但馬
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４２空港全体の国内線旅客数の推移４２空港全体の国内線旅客数の推移
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旅客数を伸ばしている空港旅客数を伸ばしている空港（１３年→１８年）（１３年→１８年）
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本日の報告内容本日の報告内容

１１ はじめにはじめに

２２ 運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ

３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

４４ 国際線と貨物輸送国際線と貨物輸送

５５ まとめまとめ
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運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ
（１３年→１８年）（１３年→１８年）
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運航回数の変化と旅客数の関係運航回数の変化と旅客数の関係
（１３年→１８年）（１３年→１８年）
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旭川空港と旭山動物園旭川空港と旭山動物園

（旭川市資料）
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山形空港山形空港（４０％減）（４０％減）

１日１便の山形－羽田便１日１便の山形－羽田便

１８年３月まで１８年３月まで 羽田１０：３０発羽田１０：３０発 山形１２：１５発山形１２：１５発

１８年４月から１８年４月から 羽田１３：０５発羽田１３：０５発 山形１４：４０発山形１４：４０発

→ビジネス需要が大幅に減少→ビジネス需要が大幅に減少

しかし、１９年に入り、同一ダイヤながら前年比３３％増しかし、１９年に入り、同一ダイヤながら前年比３３％増

①西日本からの観光客にターゲット①西日本からの観光客にターゲット

②旅行商品を開発した旅行代理店への助成②旅行商品を開発した旅行代理店への助成

（２０年３月９日山形放送「やまがた空港物語」における県交通政策課長の発言）（２０年３月９日山形放送「やまがた空港物語」における県交通政策課長の発言）
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山形－羽田便の推移

（山形県ホームページ １４年１０月から１５年３月までは運航休止）

ダイヤの変更
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石見空港石見空港（５６％減）（５６％減）

羽田－石見便（ＡＮＡ１日１便）のダイヤ変更羽田－石見便（ＡＮＡ１日１便）のダイヤ変更
・１４年１２月：１日２便から１便・１４年１２月：１日２便から１便
・１８年３月まで・１８年３月まで

羽田羽田 １５：４０１５：４０ →→ 石見石見 １７：２０１７：２０

・１８年４月から・１８年４月から
羽田羽田 ６：５５６：５５ →→ 石見石見 ８：２５８：２５

・１９年４月から・１９年４月から
羽田羽田 ７：２５７：２５ →→ 石見石見 ８：５５８：５５

（１９年４月改正に際しての県の要望のポイント）（１９年４月改正に際しての県の要望のポイント）
・県・地元一体での利用促進・県・地元一体での利用促進
・・ １日１便のためダイヤの影響が大きい１日１便のためダイヤの影響が大きい
・石見銀山の世界遺産登録・石見銀山の世界遺産登録
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福島空港福島空港（２５％減）（２５％減）
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伊丹－出雲便伊丹－出雲便

小型多頻度化小型多頻度化
１３年：１３年： ＹＳＹＳ ３便３便 ＋＋ サーブサーブ ２便２便
１５年：１５年： Ｑ４００Ｑ４００ ５便５便
１６年：１６年： Ｑ４００Ｑ４００ ２便２便 ＋＋ サーブサーブ ４便４便
現在：現在： Ｑ４００（７４席）１便Ｑ４００（７４席）１便 ＋＋ サーブ（３６席）７便サーブ（３６席）７便

きめ細かく機材を変更し、旅客数、利用率とも安定きめ細かく機材を変更し、旅客数、利用率とも安定
→出雲空港の旅客数はこの６年横ばい→出雲空港の旅客数はこの６年横ばい

約７割がビジネス利用約７割がビジネス利用（県アンケート調査）（県アンケート調査）

出雲空港のある斐川町出雲空港のある斐川町
＝企業誘致に成功し、製造品出荷額も島根県トップ＝企業誘致に成功し、製造品出荷額も島根県トップ
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伊丹－出雲便の利用状況伊丹－出雲便の利用状況

（航空輸送統計年報）

0

40

80

120

160

200

14 15 16 17 18年度

0

20

40

60

80

100
旅客数 座席利用率旅

客
数
（
千
人
／
年
度
）

座
席
利
用
率
（
％
）



(C) Mr. Suguru UCHIDA, Institute for Transport Policy, 2008 21

年間１５万人前後の路線の季節波動の比較年間１５万人前後の路線の季節波動の比較

（航空輸送統計年報）
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「運航回数と機材の大きさ」のまとめ「運航回数と機材の大きさ」のまとめ

小型多頻度化、ダイヤの適切な設定、小型多頻度化、ダイヤの適切な設定、

ダイヤに合わせたマーケダイヤに合わせたマーケティングティングなどなど

需要の伸び悩む中、空港の現況や特性需要の伸び悩む中、空港の現況や特性

に応じた工夫の余地に応じた工夫の余地

安定的な観光需要は旅客の伸びに直結安定的な観光需要は旅客の伸びに直結

→需要の見極めが重要→需要の見極めが重要
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本日の報告内容本日の報告内容

１１ はじめにはじめに

２２ 運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ

３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

４４ 国際線と貨物輸送国際線と貨物輸送

５５ まとめまとめ
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旅客数増減の要因（重回帰分析）旅客数増減の要因（重回帰分析）

被説明変数被説明変数‥‥１３年～１８年の１３年～１８年の国内線国内線旅客数増減率旅客数増減率

有意な説明変数有意な説明変数

①路線数の変化①路線数の変化

②運賃割引率（ＪＡＬ，ＡＮＡ前日購入②運賃割引率（ＪＡＬ，ＡＮＡ前日購入割引割引の平均）の平均）

③航空分担率の変化③航空分担率の変化

④人口の変化④人口の変化

⑤ナイトステイの有無⑤ナイトステイの有無

（②③⑤は、当該空港の（②③⑤は、当該空港の旅客旅客数が最も多い路線でみた）数が最も多い路線でみた）
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３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

①路線数の変化①路線数の変化

②運賃割引率②運賃割引率

③航空分担率の変化③航空分担率の変化
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航空ネットワークの推移航空ネットワークの推移

（国土交通白書１３年度、１９年度）
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＊年間3ヶ月以上運航した路線 。ダブル、トリプルトラックでも１路線と数える

（航空輸送統計年報をもとに作成）

＋ 2 ＋ 1 0 － 1 － 2 - 3 － 4 － 5 － 7
熊本    帯広    丘珠    稚内    仙台    新潟    広島    函館    広島西  

庄内    旭川    富山    福島    出雲    高松    
大館    山口宇部岡山    宮崎    
小松    長崎    高知    
松山    大分    鳥取    
鹿児島  青森    徳島    
釧路    南紀白浜
中標津  米子    
女満別  石見    
三沢    佐賀    
秋田    松本    
花巻    山形    
但馬    紋別    

路線の増減（１３年→１８年）路線の増減（１３年→１８年）
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１９年度中に廃止された単独路線１９年度中に廃止された単独路線
路線路線 １８年実績（人）１８年実績（人） １８年利用率１８年利用率 座席数座席数

関西－宮崎（２便）関西－宮崎（２便） ８５，７０５８５，７０５ ３８％３８％ １３０１３０

新千歳－三沢新千歳－三沢 ３７，２６２３７，２６２ ３８％３８％ １３４１３４

名古屋－北九州名古屋－北九州 ３２，６９７３２，６９７ ３１％３１％ ５０５０

神戸－熊本神戸－熊本 ３２，３７９３２，３７９ ３１％３１％ １４５１４５

福岡－青森福岡－青森 ３１，２０４３１，２０４ ５５％５５％ １３４１３４

中部－福島（２便）中部－福島（２便） ２４，３５８２４，３５８ ３２％３２％ ７４７４

福岡－花巻福岡－花巻 ２３，２８１２３，２８１ ５３％５３％ １３４１３４

神戸－新潟神戸－新潟 ２３，１９４２３，１９４ ３１％３１％ ７４７４

（赤：ＪＡＬ、白：ＡＮＡ ）（ＪＡＬ，ＡＮＡ資料 航空輸送統計年報）
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２０年度から廃止の単独路線２０年度から廃止の単独路線
路線路線 １８年実績（人）１８年実績（人） １８年利用率１８年利用率 座席数座席数

新千歳－那覇新千歳－那覇 １４７，８１４１４７，８１４ ６５％６５％ ４１６４１６

福岡－新潟（２便）福岡－新潟（２便） １３３，１１０１３３，１１０ ５５％５５％ １６６１６６

福岡－富山福岡－富山 ５０，９５５５０，９５５ ４２％４２％ １６６１６６

新千歳－松山新千歳－松山 ４４，３３０４４，３３０ ６５％６５％ １３３１３３

新千歳－中標津新千歳－中標津 ３５，７３７３５，７３７ ３３％３３％ １６６１６６

新千歳－高松新千歳－高松 ２６，６３３２６，６３３ ５２％５２％ ２７９２７９

新千歳－鹿児島新千歳－鹿児島 ２１，７５８２１，７５８ ５７％５７％ １３３１３３

新千歳－庄内新千歳－庄内 １７，２３６１７，２３６ ２８％２８％ １６６１６６

旭川－釧路旭川－釧路 ９，６０４９，６０４ ３８％３８％ ３６３６

（福岡－新潟は、その後、廃止を撤回し、１便減にとどめる。旭川－釧路はＨＡＣが参入）
（赤：ＪＡＬ、白：ＡＮＡ ）（ＪＡＬ，ＡＮＡ資料 航空輸送統計年報）
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最近の廃止路線の特色最近の廃止路線の特色

座席数１５０人以上の機材座席数１５０人以上の機材

利用率６０％前後利用率６０％前後

年間１０万人年間１０万人以上以上

直行便より、直行便より、基幹空港での接続利便性基幹空港での接続利便性に重点に重点をを
置く置くＡＮＡの動きが本格化ＡＮＡの動きが本格化

・・２０年４月２０年４月：：廃止路線廃止路線等について等について、直行便と同水準、直行便と同水準のの

割引運賃を設定割引運賃を設定
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新潟－福岡線の廃止新潟－福岡線の廃止

１９年９月１９年９月

２０年３月での廃止届出に際し２０年３月での廃止届出に際し、国土交通省、国土交通省からＡＮＡからＡＮＡ

あての指導文書発出あての指導文書発出

１９年１０月１９年１０月

「新潟・福岡交流促進協議会」を設置するなど両県が「新潟・福岡交流促進協議会」を設置するなど両県が

官民あげた存続運動官民あげた存続運動

２０年１月２０年１月

１日１便への減便と機材小型化を決定１日１便への減便と機材小型化を決定（１６６人→１２６人）（１６６人→１２６人）

目標利用率７０％をクリアできなければ２０年度中に廃止目標利用率７０％をクリアできなければ２０年度中に廃止
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国土交通省の指導内容国土交通省の指導内容

地元が理由を示して十分な配慮を求めている地元が理由を示して十分な配慮を求めている

①新潟空港唯一の九州路線として年間１３万人①新潟空港唯一の九州路線として年間１３万人
以上が利用以上が利用

②機材を小型化すれば利用率が向上する②機材を小型化すれば利用率が向上する

ＡＮＡの単独路線で１日２便ＡＮＡの単独路線で１日２便

→誠意をもって地元との協議を継続されたい→誠意をもって地元との協議を継続されたい
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航空ネットワークの維持航空ネットワークの維持
航空ネットワークの維持のための国の方策航空ネットワークの維持のための国の方策
・羽田の１便、３便ルール・羽田の１便、３便ルール
・羽田発着枠配分の評価項目にネットワークへの貢献度・羽田発着枠配分の評価項目にネットワークへの貢献度
・着陸料の軽減・着陸料の軽減
・離島航空事業助成・離島航空事業助成

米国米国‥‥ＥＡＳ（不可欠路線運航サービス）について、便数、ＥＡＳ（不可欠路線運航サービス）について、便数、
ハブ空港からの距離等を要件にハブ空港からの距離等を要件に航空会社航空会社に助成に助成

（１７年７月（１７年７月 運輸政策セミナー運輸政策セミナー 屋井、橋本、三輪）屋井、橋本、三輪）

フランスフランス‥‥旅客輸送実績、代替輸送手段の有無等に応じ、旅客輸送実績、代替輸送手段の有無等に応じ、
航空会社航空会社に助成に助成

（１９年１０月（１９年１０月 運輸政策研究機構運輸政策研究機構 主要国運輸事情調査）主要国運輸事情調査）
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福岡福岡ーー青森の廃止と乗り継ぎ青森の廃止と乗り継ぎ

ＪＡＬＪＡＬ‥‥乗継割引は導入せず。乗継割引は導入せず。

１９年９月まで：１９年９月まで： 福岡１２：４５－青森１４：４０福岡１２：４５－青森１４：４０

運賃：４２，９００円運賃：４２，９００円

１９年１０月から：１９年１０月から： 福岡１２：２０福岡１２：２０（羽田）（羽田）青森１６：２０青森１６：２０

運賃：６１，３００円運賃：６１，３００円

（４３％アップ）（４３％アップ）

→乗継ぎによる利便性の低下→乗継ぎによる利便性の低下
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３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

①路線数の変化①路線数の変化

②運賃割引率②運賃割引率

③航空分担率の変化③航空分担率の変化
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前日前日購入購入の割引率の割引率

（ＪＡＬ，ＡＮＡ時刻表 １８年１０月）
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割引率の高い空港の特徴割引率の高い空港の特徴

新幹線と競合する空港新幹線と競合する空港
◎岡山、山口宇部、広島、三沢、秋田等◎岡山、山口宇部、広島、三沢、秋田等

・岡山（旅客数５６％増）、山口宇部（１９％増）・岡山（旅客数５６％増）、山口宇部（１９％増）
＝羽田便ダブルトラック＝羽田便ダブルトラック

→便数増加＋運賃低下→旅客増→便数増加＋運賃低下→旅客増
ＳＫＹ，ＳＮＡなど新規ＳＫＹ，ＳＮＡなど新規航空会社航空会社が参入している空港が参入している空港

◎熊本、宮崎等◎熊本、宮崎等
・熊本（１０％増）・熊本（１０％増）

＝羽田便トリプルトラック＝羽田便トリプルトラック
→便数増加（１１→１７便）→便数増加（１１→１７便） ＋運賃低下＋運賃低下

→旅客増（背景に企業誘致の成功あり）→旅客増（背景に企業誘致の成功あり）
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ダブルトラックと旅客数（羽田便）ダブルトラックと旅客数（羽田便）

（航空輸送統計年報）
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南紀白浜空港南紀白浜空港（９％減）（９％減）

和歌山県和歌山県‥‥アンケート結果（「ビジネスの潜在需要」アンケート結果（「ビジネスの潜在需要」
「高運賃のため他モードを利用」）を踏まえ、ＪＡＬに「高運賃のため他モードを利用」）を踏まえ、ＪＡＬに
羽田便の特便割引７を要望羽田便の特便割引７を要望

１９年４月：特便割引７（６６％割引）を暫定導入１９年４月：特便割引７（６６％割引）を暫定導入
（１９年４～６月の収入が前年同期以上なら１０月から正式導入）（１９年４～６月の収入が前年同期以上なら１０月から正式導入）

様々なＰＲ活動（県庁・企業へのＰＲ、県民様々なＰＲ活動（県庁・企業へのＰＲ、県民利用者利用者にに
地域商品券１０００円分進呈）地域商品券１０００円分進呈）

１９年１０月：正式導入１９年１０月：正式導入
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羽田－南紀白浜の実績羽田－南紀白浜の実績

（南紀白浜空港ホームページ）
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３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

①路線数の変化①路線数の変化

②運賃割引率②運賃割引率

③航空分担率の変化③航空分担率の変化
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航空分担率の変化航空分担率の変化
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羽田－岡山、羽田－青森便の旅客数の推移羽田－岡山、羽田－青森便の旅客数の推移

（航空輸送統計年報）

羽田－岡山

羽田－青森
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羽田発青森便（６９０ｋｍ）と岡山便（６８０ｋｍ）の比較

航空航空 鉄道鉄道 備考備考

青森青森

所要時間所要時間 ３時間１５分３時間１５分 ４時間１９分４時間１９分 ・・東京駅～青森駅東京駅～青森駅とと

東京駅～岡山駅の東京駅～岡山駅の

比較比較

・・航空運賃は前日購航空運賃は前日購

入入割引割引にアクセスにアクセス

運賃を含む運賃を含む

・・ＪＲ運賃は往復割引ＪＲ運賃は往復割引

・・人口増加率は１２年人口増加率は１２年

から１７年の比較から１７年の比較

（（１８年１０月１８年１０月ＪＴＢＪＴＢ・・航空会航空会
社時刻表、駅スパート社時刻表、駅スパート、、

幹線旅客幹線旅客純流動調査、純流動調査、

空港ホームページ、空港ホームページ、

国勢調査）国勢調査）

便数便数 ＪＡＬ６便ＪＡＬ６便 １６便１６便

片道運賃片道運賃 ２２２６０円２２２６０円 １５８７０円１５８７０円

駐車場駐車場 １０００円１０００円//泊泊 －－

人口増加率人口増加率 －２．６％－２．６％

分担率変化分担率変化 －２２．９（％）－２２．９（％）

岡山岡山

所要時間所要時間 ３時間３０分３時間３０分 ３時間２５分３時間２５分

便数便数 ＪＡＬ，ＡＮＡ９便ＪＡＬ，ＡＮＡ９便 ４２便４２便

片道運賃片道運賃 １５２５０円１５２５０円 １５３４０円１５３４０円

駐車場駐車場 無料無料 －－

人口増加率人口増加率 ０．３％０．３％

分担率変化分担率変化 １３．７（％）１３．７（％）

航空航空 鉄道鉄道 備考備考

青森青森

所要時間所要時間 ３時間１５分３時間１５分 ４時間１９分４時間１９分 ・・東京駅～青森駅東京駅～青森駅とと

東京駅～岡山駅の東京駅～岡山駅の

比較比較

・・航空運賃は前日購航空運賃は前日購

入入割引割引にアクセスにアクセス

運賃を含む運賃を含む

・・ＪＲ運賃は往復割引ＪＲ運賃は往復割引

・・人口増加率は１２年人口増加率は１２年

から１７年の比較から１７年の比較

（（１８年１０月１８年１０月ＪＴＢＪＴＢ・・航空会航空会
社時刻表、駅スパート社時刻表、駅スパート、、

幹線旅客幹線旅客純流動調査、純流動調査、

空港ホームページ、空港ホームページ、

国勢調査）国勢調査）

便数便数 ＪＡＬ６便ＪＡＬ６便 １６便１６便

片道運賃片道運賃 ２２２６０円２２２６０円 １５８７０円１５８７０円

駐車場駐車場 １０００円１０００円//泊泊 －－

人口増加率人口増加率 －２．６％－２．６％

分担率変化分担率変化 －２２．９（％）－２２．９（％）

岡山岡山

所要時間所要時間 ３時間３０分３時間３０分 ３時間２５分３時間２５分

便数便数 ＪＡＬ，ＡＮＡ９便ＪＡＬ，ＡＮＡ９便 ４２便４２便

片道運賃片道運賃 １５２５０円１５２５０円 １５３４０円１５３４０円

駐車場駐車場 無料無料 －－

人口増加率人口増加率 ０．３％０．３％

分担率変化分担率変化 １３．７（％）１３．７（％）
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青森空港サービス改善要望青森空港サービス改善要望
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（青森県が１９年７月に行ったアンケート調査）県は、ダブルトラックをエアラインに要請中
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「旅客数増減の要因」のまとめ「旅客数増減の要因」のまとめ

旅客数増減には様々な要因旅客数増減には様々な要因

→要因を分析、把握し、それに合った戦略→要因を分析、把握し、それに合った戦略

不採算路線からの撤退傾向が強まる不採算路線からの撤退傾向が強まる

→・→・地域一体の運動地域一体の運動

・地元からの提案・地元からの提案

・・ＪＡＬ，ＡＮＡ以外のＪＡＬ，ＡＮＡ以外の航空会社航空会社も視野にも視野に



(C) Mr. Suguru UCHIDA, Institute for Transport Policy, 2008 47

本日の報告内容本日の報告内容

１１ はじめにはじめに

２２ 運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ

３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

４４ 国際線と貨物輸送国際線と貨物輸送

５５ まとめまとめ
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国際定期便の就航先国際定期便の就航先
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国際旅客数の推移国際旅客数の推移

（空港管理状況調書）
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地方空港における国際チャーター便地方空港における国際チャーター便
の運航実績（１８年度）の運航実績（１８年度）
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貨物の取り扱いの多い空港貨物の取り扱いの多い空港
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企業立地の活発化する熊本県企業立地の活発化する熊本県

空港周辺の菊池地域を中心に空港周辺の菊池地域を中心に

半導体関連企業などの工場集積半導体関連企業などの工場集積

菊池郡大津町菊池郡大津町

‥‥企業立地に頑張る市町村２０選企業立地に頑張る市町村２０選

（１９年１２月経済産業省）（１９年１２月経済産業省）

菊池郡菊陽町菊池郡菊陽町

‥‥１４．４％の人口増加率１４．４％の人口増加率

（町村では全国１０位）（町村では全国１０位）

→旅客増加にも好影響（１０％増）→旅客増加にも好影響（１０％増）

熊本県企業誘致件数
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佐賀空港と貨物佐賀空港と貨物

佐賀県発着の航空旅客の８割は福岡空港利用佐賀県発着の航空旅客の８割は福岡空港利用

（１７年度航空旅客動態調査）（１７年度航空旅客動態調査）

→国内旅客は伸び悩み（１８％減）→国内旅客は伸び悩み（１８％減）

１６年７月１６年７月 佐賀－羽田に旅客機による貨物便佐賀－羽田に旅客機による貨物便

１８年２月１８年２月 貨物専用機の導入貨物専用機の導入

→九州の航空貨物の拠点→九州の航空貨物の拠点

（福岡市に隣接、鳥栖ＪＣ（福岡市に隣接、鳥栖ＪＣＴＴに近い）に近い）
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佐賀空港の旅客と貨物佐賀空港の旅客と貨物

（航空輸送統計年報）
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国際貨物の取り扱いの多い空港国際貨物の取り扱いの多い空港
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小松空港と国際貨物小松空港と国際貨物

三大都市圏からのアクセスが容易三大都市圏からのアクセスが容易

（８０％が地元以外の貨物）（８０％が地元以外の貨物）

３０００ｍの大型機就航可能な滑走路３０００ｍの大型機就航可能な滑走路

→平成６年：カーゴルクスが貨物専用便を就航→平成６年：カーゴルクスが貨物専用便を就航

（現在週３便）（現在週３便）

県：①貨物ターミナル会社への出資（２４．４％）県：①貨物ターミナル会社への出資（２４．４％）

②荷役機材や冷蔵倉庫の整備に助成②荷役機材や冷蔵倉庫の整備に助成

習熟度の高い作業員による迅速、丁寧な荷扱い習熟度の高い作業員による迅速、丁寧な荷扱い
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本日の報告内容本日の報告内容

１１ はじめにはじめに

２２ 運航回数と機材の大きさ運航回数と機材の大きさ

３３ 旅客数増減の要因旅客数増減の要因

４４ 国際線と貨物輸送国際線と貨物輸送

５５ まとめまとめ
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地方空港を活性化するための方策地方空港を活性化するための方策

小型多頻度化小型多頻度化

ダブルトラックと運賃低減ダブルトラックと運賃低減

国際化と貨物輸送への展開国際化と貨物輸送への展開

地域の実力の向上地域の実力の向上

空港の特性に応じた工夫空港の特性に応じた工夫
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小型多頻度化小型多頻度化

路線の維持、利用率安定のため、小型化は重要路線の維持、利用率安定のため、小型化は重要

利用者利便向上のため、多頻度化は重要利用者利便向上のため、多頻度化は重要

→地元が先んじて提案するのも一案→地元が先んじて提案するのも一案

小型化に際しては乗客特性の見極めも必要小型化に際しては乗客特性の見極めも必要

小型化のデメリットの勘案小型化のデメリットの勘案

‥‥貨物輸送、団体利用、旅客抵抗、着陸料激減貨物輸送、団体利用、旅客抵抗、着陸料激減
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ダブルトラックと運賃低減ダブルトラックと運賃低減

ダブルトラックの重要性の認識と啓蒙ダブルトラックの重要性の認識と啓蒙

データに基づいたデータに基づいた航空会社航空会社との交渉が重要との交渉が重要

着陸料軽減、着陸料軽減、補助金補助金・・奨励金奨励金のの拠出拠出をどう効をどう効
果的に行うか果的に行うか
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国際化と貨物輸送への展開国際化と貨物輸送への展開

国内旅客が振るわな国内旅客が振るわない中い中、国際化、貨物への展開、国際化、貨物への展開
はは重要重要

地方空港の国際化はアジアゲート構想、観光立国、地方空港の国際化はアジアゲート構想、観光立国、
東アジアの中で地域をとらえるといった方向に合致東アジアの中で地域をとらえるといった方向に合致
（自由化により競争が激化することに留意）（自由化により競争が激化することに留意）

国国による環境整備に期待による環境整備に期待
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地域の実力の向上

企業、研究所、教育機関等の誘致

安定的な観光需要

その他人口減少歯止めの工夫

→関係部局との連携が重要
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空港の特性に応じた工夫空港の特性に応じた工夫

空港特性や地域特性に応じた役割の確定空港特性や地域特性に応じた役割の確定

小型機、ＬＣＣ、ビジネスジェット、防災の拠点小型機、ＬＣＣ、ビジネスジェット、防災の拠点

（静岡、茨城といった新空港の戦略に注目）（静岡、茨城といった新空港の戦略に注目）

空港の活性化の担い手は多岐にわたる空港の活性化の担い手は多岐にわたる

→→関係部局、関係業界との連携が重要関係部局、関係業界との連携が重要

→戦→戦略略的的展開には強力なリーダーシップが必要展開には強力なリーダーシップが必要

空港関係者を構成員とする協議会空港関係者を構成員とする協議会が主体となり、が主体となり、
中長期的なグランドデザインを中長期的なグランドデザインを策定策定することも重要することも重要

空港間連携、広域連携空港間連携、広域連携、、自治体間の協力も必要自治体間の協力も必要
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ごご清聴清聴ありがとうございましたありがとうございました


